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※蛍見学蛍狩りなど風流な遊びは外国に例を見ないと
言われています｡でも外国人が蛍を見て日本に永住したい
と思わせたのもゲンジホタルです｡
｢風流とは上品でおちついた趣があること､又それに親しむ
こと｣そのような気持ちでホタルをご覧ください｡

参考ヤフージャパン､朝日新聞より


